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視
点
・
論
点
④

今
こ
そ
対
話
で
平
和
築
こ
う
─
領
土
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
扇
動
を
や
め
侵
略
の
過
去
の
清
算
を
！　
　
　
　
　
　
渡
辺
健
樹

●
野
田
政
権
・
保
守
大
連
立
下
で
進
行
す
る
軍
事
大
国
化
路
線

　

こ
の
間
、
野
田
政
権
は
消
費
税
大
増
税
・
原
発
再
稼
動
・
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
強
行

な
ど
を
推
し
進
め
、
そ
の
本
質
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
反
原
発

一
七
万
人
集
会
や
官
邸
前
の
再
稼
動
反
対
行
動
な
ど
反
原
発
の
う
ね
り
、
オ
ス
プ
レ
イ
の

配
備
に
反
対
す
る
沖
縄
・
岩
国
を
は
じ
め
と
す
る
闘
い
の
う
ね
り
が
野
田
政
権
を
追
い
詰

め
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

他
方
、
こ
れ
ら
の
動
き
と
共
に
な
し
崩
し
的
な
軍
事
大
国
化
路
線
が
顕
著
に
な
っ
て
い

る
事
に
も
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
間
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
の
動
き
（
首
相
直
属
機
関
の
国
家
戦
略
会
議
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
部
会
）、
武
器
輸
出
三
原
則

緩
和
、
原
子
力
基
本
法
改
正
で
「
わ
が
国
の
安
全
保
障
に
資
す
る
」
を
追
明
記
、「
独
立
行

政
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
法
」
改
正
で
「
平
和
目
的
に
限
る
」
規

定
を
削
除
、
憲
法
調
査
会
を
め
ぐ
る
改
憲
動
向
の
強
ま
り
─
─
な
ど
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

●
日
韓
軍
事
協
定
・
日
米
韓
軍
事
同
盟
反
対
─
今
こ
そ
対
話
で
平
和
築
こ
う

　

そ
し
て
、
日
本
と
朝
鮮
半
島
の
間
で
は
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
宣
言
か
ら
一
〇
年
も
の
歳
月
が

経
過
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
朝
間
の
対
話
も
な
く
、
逆
に
日
韓
軍
事
情
報
包
括
保
護
協

定
（
Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
）
や
自
衛
隊
・
韓
国
軍
間
の
物
品
や
役
務
の
相
互
提
供
協
定
（
Ａ
Ｃ
Ｓ

Ａ
）締
結
の
動
き
、済
州
島
沖
で
の
米
韓
合
同
軍
事
演
習
へ
の
自
衛
隊
の
本
格
的
参
加
な
ど
、

日
米
韓
軍
事
同
盟
強
化
の
動
き
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
尖
閣
諸
島
問
題
を
突
出
さ
せ
た
対
中
国
、
そ
し
て
北
朝
鮮
バ
ッ
シ
ン
グ
な
ど

の
排
外
主
義
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
扇
動
と
セ
ッ
ト
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
朝
鮮
学
校

の
「
高
校
無
償
化
」
適
用
も
除
外
さ
れ
た
ま
ま
で
す
。
よ
う
や
く
先
日
、
朝
鮮
側
の
提
案

に
よ
る
日
本
人
遺
骨
の
返
還
問
題
を
め
ぐ
り
日
朝
赤
十
字
会
談
が
行
わ
れ
、
四
年
ぶ
り
の

日
朝
政
府
間
予
備
会
談
が
八
月
二
九
〜
三
〇
日
に
開
か
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
動
き
を

注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

あ
ら
た
め
て
私
た
ち
は
、〈
日
本
政
府
は
軍
事
大
国
化
路
線
を
や
め
ろ
！
日
韓
軍
事
協
定

よ
り
過
去
の
清
算
を
、
日
朝
対
話
で
平
和
の
実
現
を
！
日
米
韓
軍
事
同
盟
反
対
！
〉
の
声

を
挙
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

●
領
土
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
扇
動
を
や
め
侵
略
の
過
去
を
清
算
せ
よ

　

と
こ
ろ
で
、
日
韓
軍
事
協
定
を
進
め
よ
う
と
し
て
韓
国
世
論
の
厳
し
い
批
判
に
さ
ら
さ

れ
た
李
明
博
大
統
領
は
、
８
・
15
を
前
に
竹
島
（
独
島
）
訪
問
や
「
天
皇
訪
韓
で
謝
罪
」

発
言
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
、
こ
れ
に
対
し
て
日
本
で
は
、
尖
閣
諸
島
（
釣
魚
台
）

へ
の
香
港
活
動
家
の
上
陸
と
合
わ
せ
、野
田
首
相
の
発
言
や「
国
会
決
議
」な
ど
で
竹
島（
独

島
）
も
尖
閣
諸
島
（
釣
魚
台
）
も
「
日
本
の
固
有
の
領
土
」
と
押
し
出
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
歴
史
を
厳
正
に
見
れ
ば
尖
閣
諸
島
は
日
清
戦
争
、
竹
島
も
日
露
戦
争
と
朝
鮮
の
外
交

権
を
簒
奪
し
た
第
二
次
日
韓
協
約
の
強
要
と
い
う
一
連
の
朝
鮮
・
中
国
侵
略
過
程
で
日
本

の
版
図
に
組
み
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
私
た
ち
は
日
本
政
府
に
よ
る

「
領
土
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
扇
動
に
強
く
反
対
し
、
侵
略
の
歴
史
を
直
視
し
て
過
去
の
清

算
に
踏
み
出
す
こ
と
を
求
め
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
日
韓
関
係
は
し
ば
ら
く
「
停

滞
」
す
る
で
し
ょ
う
が
、（
年
末
の
韓
国
大
統
領
選
の
結
果
に
も
よ
り
ま
す
が
）
米
軍
再
編

下
の
日
米
韓
軍
事
同
盟
強
化
の
方
向
は
こ
れ
を
重
視
す
る
政
権
が
続
く
限
り
変
わ
ら
な
い

で
し
ょ
う
。
筆
者
は
八
月
半
ば
に
韓
国
運
動
圏
の
招
き
で
毎
年
開
か
れ
て
い
る
８
・
15
自

主
平
和
統
一
大
会
と
関
連
行
事
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
が
、
日
韓
軍
事
協
定
阻
止
が
前
面

に
掲
げ
ら
れ
、
李
明
博
大
統
領
の
突
然
の
独
島
訪
問
に
対
し
て
は
「
人
気
取
り
の
政
治
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
と
し
て
嘲
笑
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
左
記
の
集
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
・
賛
同
を

お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
（
わ
た
な
べ
・
け
ん
じ
ゅ
／
日
韓
民
衆
連
帯
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

　
日
朝
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
宣
言
10
周
年

　

軍
事
大
国
化
や
め
ろ
！　

日
朝
対
話
と
過
去
の
清
算
を　

９
・
15
集
会

　
　
【
講
演
】
半
田　

滋
さ
ん
／
西
野
瑠
美
子
さ
ん

　
　
【
映
像
】
２
０
１
２　

８
・
15
ソ
ウ
ル
自
主
統
一
大
会
─
韓
国
民
衆
の
統
一
へ
の
闘
い

　
　
［
日
時
］
９
月
15
日
（
土
）
午
後
６
時
開
場
［
場
所
］
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
［
資
料
代
］
八
〇
〇
円

　
［
呼
び
か
け
］
２
０
１
２　

９
・
15
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
宣
言
10
周
年
集
会
実
行
委
員
会

　
［
連
絡
先
］
日
韓
民
衆
連
帯
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
０
３
─
５
６
８
４
─
０
１
９
４
）　




